
昌
之
助
以
下
の

脱
走
に

は
寛
大
の

御
処
置
を
受
け
、

此
度
翻
然
忠
勤
を
抽
ん
ず
べ

き
で

あ
る
の

に
、

そ
れ
が
な
い

の

は
い

か
ん
と
の

詰
問
に

対
し
て

は
、

さ
る
二
十
日
、

遊
撃
隊
脱
走
の

者
ど

も
が
箱
根
関
所
を
襲
っ

た
の

で
、

早
速
人
数
を
差
し
出
し
て

防
戦
に

及
ん
だ
が
、

こ

の

脱
走
兵

ど
も
は
、

主
家
（
徳
川
家
）
に

対
す
る
名
義
を
立
て

た
い

心
組
み
に

相
見
え
た
の
で

こ

れ
を
討

ち
と
る
に

忍
び
な
い

と
こ

ろ
か
ら
兵
力
を
振
い

か
ね
、

ま
た
小
田
原
城
中
に

も
同
様
の

志
あ
る

者
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
の
で
、

重
役
ど
も
も
苦
心
の

末
、

家
老
渡
辺
了
叟
の

計
ら
い

で

箱
根
関

所
出
張
の

隊
長
吉
野
大
炊
介
に
、

一

時
の

策
略
で

し
ば
ら
く
和
解
す
る
よ
う
に

申
し
渡
し
た
。

と
こ

ろ
が
、

い

っ

た
ん
和
解
と
な
る
と

遊
撃
隊
士
が

そ
の

機
に

乗
じ
て

追
々

関
内
に

入
り
こ

み
、

城
下
に

来
た
の
で

心
な
ら
ず
三
、

四
日
逗
留
せ
し
め
た
。

こ

れ
全
く
了
叟
の

不
埓
の

取

り
計
ら
い

か
ら
お
こ

っ

た
こ

と
に
て
、

畢
竟
藩
主
忠
礼
の

不
行
届
に
つ

き

偏
に

恐
れ
入
り
奉

る
。

以
上
が
答
弁
書
の

荒
筋
で
、

小
田
原
藩
の

苦
境
の

ほ
ど
も
こ

れ
で

わ
か
る
の
で

あ
る
。

小
田
原
藩
の

伏
罪
処
分

翌
二
十
六
日
、

河
田
下
参
謀
、

三
雲
軍
監
が
山
口
・

鳥
取
・

津
・

岡
山
の

四
藩
兵
を
率
い

て

小
田
原
城
に

入
城
し
、

大
総
督
府
の

達

書
を
手
交
し
た
。

ま
た
、

江
戸
の

藩
邸
は
召
し
上
げ
ら
れ
、

重
臣
は

反
乱
の

責
任
を
問
わ
れ

て
、

六
月
と
な
っ

て

五
日
、

家
老
渡
辺
了
叟
以
下
、

吉
野
大
炊
介
・

早
川
矢
柄
・

関
山
小
左
衛

門
の

四
名
が
取
り
調
べ

の

た
め
に

江
戸
に

護
送
さ
れ
た
。

同
月
十
日
、

家
老
岩
瀬
大
江
之
進
が

責
任
を
と
っ

て

自
決
し
た
。

岩倉具視書翰（代筆箱根戦争後，岩倉具視から軍務官吉井幸輔にあて，小田原藩家
老の所置について書かれたもの　明治元年6月）　神奈川県立文化資料館蔵
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小
田
原
藩
は
こ

の

不
祥
事
件
に

よ
っ

て
一

藩
の

命
脈
が
重
大
危
機
に

直
面
し
た
の

で
、

支
藩
の

荻
野
山
中
藩
主
大
久
保
教
義
が
忠
礼
の

勤
王
に
二

念
な
い

こ

と
を
哀
訴
し
て

寛
典
を
懇
願
し
た
。

ま
た
小
田
原
宿
の

組
頭
、

名
主
、

人
足
肝
煎
ら
も
連
名
で

藩
主
家
累
代
の

恩
沢
を
述
べ

て

寛
典
を
歎

願
し
「
当
今
御
一

新
の

御
時
節
、

卑
賤
の

下
情
御
採
用
遊
さ
れ
候
令
を
仰
出
さ
れ
候
御
仁
政
有
難
く
感
戴
…
…

」
と
、

新
政
府
の

下
情
採
用
の

言
質

を
と
っ

て

歎
願
し
て
い

る
の

が
注
目
さ
れ
る
。

こ

の

名
主
以
下
は
、

韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
手
付
富
沢
正
右
衛
門
に

対
し
て

も
同
趣
旨
の

歎
願

書
を
差
し
出
し
て
い

る
。

九
月
二
十
七
日
に
至
っ

て

小
田
原
藩
の

処
分
が
決
ま
っ

た
。

「
…
…
於
其
方
は
、

不
存
趣
申
立
候
と
雖
も
、

一

体
其
方
藩
屏
之
大
任
に

居
り
な
が

ら
斯
る
重
大
之
事
件
不
存
候
段
、

何
分
に

も
申
訳
不
相
立
候
二

付
、

已
に

城
地
領
地
等
被
召
上
、

謹
慎
被
申
置
候
処
、

今
般
出
格
之
御
仁
恤
を
以
其

方
儀
は
永
蟄
居
申
付
…
…

」
と
寛
典
に

付
し
て

藩
主
忠
礼
に

対
し
て

永
蟄
居
を
命
じ
、

特
旨
を
も
っ

て

家
督
を
支
族
荻
野
山
中
藩
主
大
久
保
教
義
の

長
子
岩
丸
、

当
時
十
二
歳
を
し
て

継
が
し
め
、

削
封
し
て

七
万
五
千
石
を
賜
る
こ

と
と
な
っ

た
。

岩
丸
は
後
に

忠
良
と
改
め
た
。

辛
じ
て

藩
主
永
蟄

居
と
削
封
の

処
分
で

效
わ
れ
た
の

あ
る
。

翌
二
十
八
日
に
は
反
逆
の

首
謀
者
渡
辺
了
叟
の

処
分
を
す
る
よ

う
に
と
の

内
命
が
あ
っ

た
の
で
、

十
月

十
日
、

こ

れ
に

切
腹
を
命
じ
て

責
任
を
と
ら
せ
た
。

以
上
で

新
政
府
に

抵
抗
し
た
箱
根
戦
争
の

幕
が
閉
じ
た
の
で

あ
る
。

四
　
版
籍
奉
還
と
藩
政
改
革

府
藩
県
三
治
制

新
政
府
は
成
立
そ
う
そ
う
、

前
記
の

よ
う
に

近
畿
以
西
の

旧
幕
領
の

要
地
に

鎮
台
、

裁
判
所
を
設
け
、

四
月
十
九
日
に
至
っ

て

横
浜
に

神
奈
川
裁
判
所
を
設
け
た
。

翌
年
閏
四
月
、

政
府
は
「
政
体
書
」
を
制
定
し
て
、

中
央
・

地
方
の

新
官
制
を
定
め
、

地
方
制
度
は
府
、

藩
、

県
三
治
の

体
制
と
し
た
。

も
と
よ

©神奈川県立公文書館



り
こ

の

閏
四
月
の

段
階
で

は
、

東
北
諸
藩
を
は
じ
め
、

ま
だ

新
政
府
の

統
治
に

服
さ
な
い

藩
も
少
な
く

な
か
っ

た
。

関
東
で

は
譜
代
大
藩
の

小
田

原
藩
の

ご
と
き
が
い
っ

た
ん
勤
王
を
声
明
し
な
が
ら
佐
幕
に

反
転
し
て
い

る
。

政
府
は
諸
藩
の

自
主
制
を
漸
次
お

さ
え
、

藩
制
の

均
一

化
を
は
か
る

方
針
を
す
す
め
て
、

同
十
月
二
十
八
日
、

「
藩
治
職
制
」
を
制
定
し
、

各
藩
は
一

様
に

藩
主
の

下
に

執
政
（
元
家
老
）、
参
政
、

公
議
人
（
以
上
藩
政
役

職

）
と
、

藩
主
家
の

家
知
事
を
お
く
こ

と
を
定
め
た
。

こ

れ
は
こ

れ
ま
で

各
藩
ま
ち
ま
ち
で

あ
っ

た
藩
の

職
制
の

統
一

化
で

あ
っ

た
。

小
田
原
藩
で

は
執
政
に

大
久
保
弥
右
衛
門
・

大
久
保
将
監
、

参
政
に

山
本
修
理
・

横
井
主
税
・

向
井
弾
右
衛
門
・

正
木
権
太
夫
・

堀
江
覚
左
衛
門
、

公
議
人
に

堀

江
覚
左
衛
門
（
兼
任
）、
家
知
事
は
瀬
戸
与
次
左
衛
門
が
就
任
し
た
。

こ

れ
は
た
ま
た
ま
箱
根
戦
争
後
の

藩
政
立
て

直
し
の

際
で

あ
っ

た
の
で

小
田
原

藩
は
こ

こ

で

体
制
を
改
め
、

禄
制
も
新
た
に

定
め
た
。

荻
野
山
中
・

六
浦
両
藩
の

新
人
事
は
明
ら
か
に

し

が

た
い

が
、

『
官
版
議
員
人
名
録
』
に

よ

る
と
荻
野
山
中
藩
の

公
議
人
は
岡
本
太
郎
、

六
浦
藩
は
宇
田
節
之
助
と
あ
っ

て

公
議
人
の

名
前
だ
け
は
判
明
す
る
。

ま
た
『
公
議
所
日
誌
』
を
み
る

と
、

小
田
原
藩
公
議
人
堀
江
覚
左
衛
門
の

発
言
が
散
見
さ
れ
て

活
躍
の
一

端
が
う
か
が
わ
れ
る
。

版
籍
奉
還

明
治
二
年
一

月
、

薩
長
士
肥
四
雄
藩
主
が
連
署
し
て
、

長
年
に

わ
た
っ

て

領
有
し
て

き
た
領
地
領
民
（
版
籍

）
を
朝
廷
に

奉
還
す
る

い

わ
ゆ
る
版
籍
奉
還
の

上
表
を
提
出
し
た
。

こ

の

上
表
に

対
し
て

政
府
当
局
は
、

近
々

天
皇
の

東
京
再
幸
の

後
、

公
論
を
つ

く
し
て

何
分
の

沙
汰
を
す
る
と
い

う
回
答
を
し
た
。

こ

れ
は
大
小
諸
藩
の

対
応
を
み
る

た
め

で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ
が
諸
藩
は
、

四
藩
主
の

上
表
に

順
応
す

る
と
い

う
大
勢
と
な
っ

て
、

あ
い

つ

い

で
、

ほ
ぼ
同
様
の

奉
還
願
い

の

上
表
を
提
出
す
る
と
い

う
こ

と
に

な
っ

た
。

小
田
原
藩
も
三
月
二
十
一

日
、

こ

れ
を
提
出
し
た
。

冒
頭
に

「
謹
テ
言
上
仕
候
、

曩
ニ

臣
忠
良
之
家
、

奉
触
天
譴
、

戦
慄
万
死
之
余
、

聖
恩
弘
大
、

奉
蒙
天
地
包
含
、

公
仁
之
御
沙

汰
ヲ

蒙
リ
奉
リ
、

再
造
之
御
寛
典
、

誠
感
上
、

何
之
至
奉
存
候
」、
つ

づ
い

て

「
抑
、

方
今
、

大
政
維
新
之
際
、

諸
藩
追
々
、

封
土
人
民
返
上
之
建

白
こ

れ
あ
り
候
旨
伝
承
仕
、

誠
心
曠
世
之
卓
見
と
奉
存
候
、

臣
思
良
其
例
に

従
ひ
版
籍
奉
還
、

更
に

天
裁
ひ

仰
き
奉
り
度
、

右
宜
し
く
御
執
奏
願
い

奉
り
候
、

誠
恐
誠
惶
頓
首
再
拝
」
と
述
べ

て
い

る
。

と
く
に

箱
根
戦
争
の

失
態
を
謝
し
て
い

る
の

が
そ
の

特
色
と
い

う
べ

く
、

こ

の
一

件
が
小
田
原
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藩
に

と
っ

て
い

か
に

大
き
な
痛
手
と
な
っ

た
か
を
示
し
て
い

る
。

諸
藩
の

上
表
は
が
い

し
て

四
雄
藩
上
表
に

追
従
す
る
も
の

が
多
く
、

な
か
に

は
何

ら
か
奉
還
理
由
を
掲
げ
た
も
の

も
あ
る
が
、

小
田
原
藩
の

場
合
は
、

た
だ
天
譴
を
謝
し
て

諸
藩
の

例
に

追
従
す
る
と
い

う
の

み
で

あ
る
。

こ

れ
も
前

年
の

失
策
で

片
身
の

狭
い

思
い

が
あ
っ

た
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

六
月
十
七
日
か
ら
、

さ
き
の

諸
藩
主
の

奉
還
上
表
を
聴
許
す
る
と
い

う
形
で

版
籍
奉
還
を
決
行
し
た
。

小
田
原
藩
主
に

対
し
て

は
翌
十
八
日
こ

の

示
達
が
あ
っ

て
、

そ
の

翌
十
九
日
、

大
久
保
相
模
守
忠
良
に

対
し
て

「
小
田
原
藩
知
事
被
仰
出
候
事
」
と
い

う
辞
令
が
で

て
、

忠
良
は
新
た
に

小
田

原
藩
知
事
に

任
命
さ
れ
、

旧
藩
士
も
執
政
以
下
そ
の

ま
ま
旧
主
の

下
で

藩
治
に
当
た
る
こ

と
と
な
っ

た
。

な
お
、

こ

の

藩
知
事
に

は
家
禄
と
し
て

旧
領
地
の

現
石
の

十
分
の
一

を
与
え
ら
れ
た
。

現
石
（
現
米

）
と
は
、

当
時
現
在
の

領
地
の

実
収
入
で

あ

る
。

小
田
原
藩
は
七
万
五
千
石
で

あ
っ

た
が
、

こ

れ
は
草
高
で

あ
っ

て
、

実
際
の

高
は
そ
れ
よ
り
は
る
か
に

低
い

二
万
三
千
四
百
十
石
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で

藩
知
事
の

家
禄
も
二
千
三
百
四
十
一

石
と
な
っ

た
。

ま
た
旧
家
臣
の

執
政
以
下
に

も
旧
俸
禄
を
削
減
し
た
家
禄
が
与
え
ら
れ
た
。

小
田
原
藩
の

藩

制
改

革

版
籍
奉
還
に
よ
っ

て
、

諸
藩
は
領
主
制
か
ら
、

実
質
的
に
は
政
府
の

地
方
行
政
区
画
へ

と
転
じ
た
。

し
た
が
っ

て

そ
の

体
制
も
更

新
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

小
田
原
藩
は
、

こ

の

月
、

藩
知
事
か
ら
直
書
を
も
っ

て

左
の

よ
う
に

達
し
た
。

「
我
儕
不
肖
幼
弱
之
身
ラ
以
テ
宗
家
ヲ

相
続
致
シ

有
難
ク

候
、

爾
来
及
バ

ズ

乍
ラ
御
先
規
ヲ

継
述
致
シ

忠
孝
謙
恥
ヲ

振
起
シ
、

勤
王
専
一

ニ

存
込
候
外
コ

レ

ナ
シ
、

然
ル

処
、

方
今
形
勢
一

同
存
知
之
通
、

明
詔
ヲ

以
追
々

仰
出
サ
レ

職
制
兵
制
等
段
々

御
変
革
コ

レ

ア

リ
候
ニ

付
、

藩
々

ニ

於
テ

叡
旨
ヲ

尊
奉
、

夫
々

改
制
致
候
事
故
、

則
チ

今
般
、

職
制
兵
制
等
一

新
致
改
革
候
、

夫
ニ

付
、

旧
勲
大
禄
、

或
ハ

高
席
ノ

者
等
、

祖
先
并
ニ

当
人
共
ニ

対
シ

候
テ
ハ

忍
ヒ

難
キ
情
実
至
リ
候
得
共
、

諸
藩
ノ

振
合
ヲ

以
、

高
下
ニ

拘
ラ
ズ

悉
皆
銃
隊
ニ

団
結
致
シ
、

向
後
、

弥
々

文
武
之
道
芸
勉
励
致
シ
、

合
一

時
忠
誠
ヲ

以
テ

時
勢
ニ

応
シ

藩
屛
之
任
、

人
救
之
職
確
然
相
立

候
様
志
願
致
ス
ベ

キ
ニ

付
、

闔
藩
此
意
ヲ

体
シ
、

専
精
尽
力
、

職
任
ニ

供
候
様
致
タ
ク

候
、

猶
委
細
之
義
ハ

執
政
共
ヨ

リ
申
聞
ス
ヘ

ク

候

六
月

　
三
御
目
付
エ

右
の

諭
達
と
と
も
に

藩
の

職
制
も
全
面
的
に

刷
新
し
て

左
の

よ
う
に

改
め
た
。
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官
職
順
序

（『
明
治
小
田
原
町
誌
』
か
ら
）

右
は
江
戸
時
代
以
来
の

家
老
以
下
の

名
称
を
「
藩
治
職
制
」
等
に
よ
っ

て

改
め
、

か
つ

職
制
全
体
を
一

等
官
か
ら
九
等
官
の

九
等
に

編
制
し
た
も

の

で

あ
る
が
、

翌
七
月
七
日
、

中
央
で

「
職
員
令
」
が
制
定
さ
れ
、

地
方
制
度
で

は
、

藩
に

知
事
一

人
、

大
参
事
、

権
大
参
事
、

少
参
事
、

権
少
参
事
、
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等
を
お
く
こ

と
と
な
っ

た
の

で
、

こ

の

「
職
員
令
」
に

準
じ
て

職
制
を
更
新
し
て
ふ
た
た
び
左
の

よ
う
に

改
め
た
。

（『
明
治
小
田
原
町
誌

』
上

）

正
一

等
官
　
大
参
事

　
兼
軍
務
局
文
武
領
総
裁

　
加

藤

亨

同
　

同
　

兼
会
計
局
総
裁

　

大
久
保
綱
三

前
名
（
弥
左
衛
門
）

従
一

等
官
　

権
大
参
事

　
山

本

節

同
　

同
　

兼
軍
務
局
文
武
領
副
総
裁

横
浜
作
十
郎

同
　

同
　

兼
会
計
局
副
総
裁

　
向

井

東

同

　
同

　
正

木

新

同
　

公
議
人
　

東
京
在
勤

　

堀

江

勇

正
二
等
官
　
少
参
事

　
兼
会
計
局
主
事

　
三

幣

玄

同

　

同

　
中

垣

斎
（
斎
高
）

同

　
同

　
兼
会
計
局
主
事

　
石
原
五
郎
右
衛
門

同

　
同

　
兼
軍
務
局
文
武
領
主
事

　
近

藤

繚

従
二
等
官
　
権
少
参
事

　
山

本
九

三

同

　
同

　
大
久
保
一

養

同

　
同

　
奥

孫

六

同

　
同

　
石

原

渡

（
三
等
官
以
下
略
）

版
籍
奉
還
に
よ
っ

て

諸
藩
主
は
旧
領
地
の

藩
知
事
に

任
命
さ
れ
た
ほ
か
、

京
都
の

公
卿
と
あ
わ
せ
て

華
族
と
な
っ

た
。

大
久
保
忠
良
も
華
族
と
な

っ

た
。

な
お
明
治
十
七
年
制
定
の

「
華
族
令
」
に
よ
っ

て
、

当
時
の

当
主
大
久
保
忠
礼（
明
治
十
年
の

西
南
戦
争
で

忠
良
戦
死
と
な
っ

て

忠
礼
再
承

）
が
子

爵
に

叙
せ

ら
れ
た
。

藩
主
が
華
族
と
な
っ

た
の
と
同
時
に

各
藩
の

家
臣
は
、

幕
臣
な
ど
と
と
も
に
目
見
以
上
を
士
族
、

以
下
を
卒
と
し
た
。

こ

の

明
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治
二
年
当
時
の

小
田
原
藩
の

士
族
、

卒
の

数
は
ど
れ
ほ
ど
あ
っ

た
か
、

『
藩
制
一

覧
』（
旧
修
史
館
本
・

明
治
二
、

三
年
に

わ
た
る
各
藩
書
上
げ
、

日
本
史
籍

協
会
叢
書
本

）
に
よ
る
と
士
族
の

戸
数
は
七
百
五
十
四
軒
、

人
口
二
千
八
百
九
十
一

人
、

内
男
千
九
百
十
二
人
、

女
千
九
百
七
十
九
人
、

卒
戸
数
四
百

六
十
九
軒
、

人
口

千
五
百
七
人
、

内
男
七
百
七
十
一

人
、

女
七
百
三
十
六
人
と
あ
る
。

士
族
以
外
を
あ
わ
せ
た
全
一

万
七
千
三
百
九
十
六
軒
、

人
口

八
万
四
千
二
百
五
十
七
人
、

内
男
四
万
三
千
三
百
十
一

人
、

女
四
万
九
百
四
十
六
人
と
あ
る
（
有
信
会
文
庫
「
明
治
二

年
十
月
藩
政
其
他
取
調
一

件
帳
」
中

の

「
闔
藩
戸
数
人
口

取
調
」
の

士
族
、

卒
の

戸
数
、

人
口

は
一

致
す
る
が
、

他
の

数
字
は
一

致
し
な
い

）。

つ

ぎ
に

兵
制
に
つ

い

て

は
『
明
治
小
田
原
町
誌
』
引
用
の

「
兵
制
変
革
規
則
」（
明
治
二

年
六
月
の

条
）
に

「
留
後
班
よ
り
以
下
門
地
に

拘
ら
ず
平
士

に

至
る
ま
で

職
員
に

列
せ
ざ
る
者
総
て

兵
隊
に

団
結
す
、

且
給
禄
を
平
均
す
る
の

大
意
を
表
し
、

仮
令
大
禄
の

者
た
り
と
も
兵
隊
に

編
入
す
る
上
は

全
く
米
三
拾
俵
高
を
定
給
と
し
其
職
高
よ
り
割
合
を
以
軍
資
金
を
上
納
す
べ

し
、

全
給
三
十
俵
に

盈
ざ
る
者
は
出
張
中
三
拾
俵
に

増
す
」
と
あ
る
。

ま
た
「
藩
政
其
他
取
調
一

件
帳
」
に

左
の

兵
員
数
が
あ
る
。

第
大
隊
　
但
八
小
隊
　
人
足
　
三
百
八
十
一

人
、

散
兵
二
小
隊

　
人
足

　
九
十
四
人
、

大
砲
二
門

　
人
足

　
二
十
三
人

つ

ぎ
に

学
制
も
改
革
さ
れ
た
。

小
田
原
藩
に
は
す
で
に

藩
校
文
武
館
が
あ
っ

た
。

こ

れ
は
大
久
保
忠
真
が
文
政
五
年
に

開
校
し
た
も
の

で
、

表
向

き
集
成
館
と
称
し
た
が
、

藩
内
で

は
文
武
館
と
称
し
た
。

六
月
、

こ

の

文
武
館
の

規
則
を
改
正
し
、

従
来
、

士
分
以
下
は
入
学
を
許
さ
な
か
っ

た
も

の

を
、

士
分
以
下
も
文
武
の

教
授
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
と
し
た
。

改
正
規
則
は
左
の

と
お
り
で

あ
る
。

一

、

執
政
参
政
庶
務
知
事
之
内
日
々

見
廻
り
之
事

　
一

、

文
武
知
事
申
合
終
日
四
人
つ

ゝ

詰
切
之
事

一

、

文
武
督
学
御
用
途
之
節
は
申
合
成
丈
日
々

見
廻
之
事

　
一

、

文
助
教
師
申
合
終
日
四
人
つ

ゝ

詰
切
之
事

一

、

文
武
局
監
察
申
合
日
々

壱
人
つ

ゝ

終
日

詰
切
之
事

　
但
当
分
是
迄
助
教
師
詰
刻
限
之
通
可
相
心
得
候
事

　
但
当
分
是
迄
学
頭
詰
刻
限
之
通
可
相
心
得
候
事

翌
三
年
九
月
十
日
、

中
央
で

新
た
に

「
藩
制
」
が
制
定
さ
れ
る
と
小
田
原
藩
で

は
翌
十
月
十
九
日
、

藩
知
事
直
書
の

諭
書
を
発
し
、

今
般
朝
廷
か
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ら
藩
政
御
規
則
（「
藩
制
」
か

）
が
で

た
の
で
、

そ
の

御
趣
意
に

よ
っ

て

全
藩
、

従
来
の

席
次
を
廃
し
、

一

等
以
下
十
六
等
の

等
級
に

改
め
る
。

そ
の

た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
祖
先
、

ま
た
は
そ
の

身
の

勲
功
に
よ
っ

て

与
え
ら
れ
た
席
次
を
失
う
者
も
少
な
か
ら
ず
、

さ
ぞ
か
し
不
本
意
の

者
も
あ
ろ
う
が
、

誠
に

や
む
を
え
な
い

こ

と
ゆ
え
、

一

同
遣
失
な
く
相
心
得
、

い

よ
い

よ
も
っ

て

全
藩
一

和
朝
旨
を
奉
ず
る
よ
う
に
と
述
べ
、

大
参
事
が
九
等
官
と
な

り
、

以
下
史
生
、

庁
掌
、

文
教
助
、

武
教
師
の

十
六
等
官
に

至
る
藩
庁
役
人
の

等
級
を
定
め
た
（
こ

の

新
官
等
は
、

前
掲
明
治
二

年
六
月
の

「
官
職
順
席
」

で

は
な
く
、

三
年
八
月
に
中
央
政
府
制
定
の

「
官
禄
定
則
」
に

よ
る
も
の

で
、

地
方
官
で

は
県
知
事
が
七
等
官
、

権
知
事
が
八
等
官
で

あ
る
か
ら
、

藩
の

大
参
事
は
そ

れ
に

準
じ
て

九
等
官
と
な
る
わ
け
で

あ
る

）。

小
田
原
城
の
破
却
と

本
陣
脇
本
陣
の

廃
止

明
治
三
年
の

閏
十
月
二
十
日
、

藩
知
事
か
ら
小
田
原
城
破
却
の

申
請
が
で

た
。

こ

れ
は
政
府
の

旧
城
郭
破
却
の

方
針
に

添

っ

た
も
の
で

あ
り
、

ま
た
藩
と
し
て

も
補
修
の

経
費
に

窮
し
た
か
ら
で

あ
っ

た
。

こ

の

申
請
が
許
さ
れ
る
と
、

藩
知
事
忠

良
は
先
代
忠
礼
と
と
も
に

居
城
を
で

て

元
杉
浦
邸
に

移
っ

た
。

天
主
閣
は
破
却
後
金
九
百
両
で

処
分
す
る
こ

と
に

な
っ

て
、

こ

れ
を
町
民
の

観
覧
に

供
し
た
。

破
却
を
実
見
し
た
故
老
の

話
に
よ
る
と
、

天
主
閣
屋
上
の

鯱
は
銅
製
で
、

天
正
九
年
の

銘
が
あ
っ

た
と
い

う
。

同
月
、

ま
た
、

旧
小
田
原
宿
の

本
陣
、

脇
本
陣
を
廃
止
し
た
。

こ

の

と
き
本
陣
は
、

清
水
金
左
衛
門
・

片
岡
永
左
衛
門
・

久
保
田
甚
四
郎
・

清
水

彦
十
郎
の

四
軒
で
、

ほ
か
に

脇
本
陣
が
四
軒
あ
っ

た
。

こ

の

本
陣
廃
止
で
旧
来
の

小
田
原
宿
の

立
前
も
失
わ
れ
て
、

東
海
道
筋
の

た
ん
な
る
地
方
都

市
と
な
っ

た
。

そ
こ

で

町
政
も
改
革
を
要
す
る
の

で

同
年
十
二
月
二
十
六
日
、

町
年
寄
か
ら
十
一

条
の

諭
達
が
で

た
。

ま
ず
、

町
と
し
て

新
た
な
結

束
を
固
め
、

年
始
め
の

贈
物
を
禁
止
す
る
な
ど
を
説
く
と
と
も
に
、

町
民
の

生
計
も
従
来
ど
お
り
で

な
く
な
ろ
う
か
ら
、

町
民
は
そ
れ
ぞ
れ
土
地
相

応
の

営
業
を
行
い
、

商
家
は
い

よ
い

よ
奮
発
し
て
そ
の

道
に
は
げ
ん
で

繁
栄
を
は
か
る
べ

し
と
、

時
代
相
応
の

転
換
の

工
夫
を
説
い

た
。

ま
た
町
役

人
は
従
来
、

家
柄
に
よ
っ

て

定
め
ら
れ
て
い

た
が
、

こ

れ
か
ら
は
人
才
挙
用
の

趣
旨
で

抜
摺
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
町
政
刷
新
を
は
か
り
、

町
役
人

は
町
年
寄
を
首
席
と
し
て

以
下
伝
馬
所
元
締
役
、

用
達
、

伝
馬
所
年
寄
、

名
主
、

取
締
役
、

組
頭
、

用
聞
等
の

席
次
を
定
め
た
。（『
明
治
小
田
原
町
誌

』）
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荻
野
山
中
藩

の
領
地
更
新

荻
野
山
中
藩
は
譜
代
一

万
三
千
石
の

領
地
が
相
模
国
諸
郡
と
駿
河
・

伊
豆
両
国
に

ま
た
が
っ

た
藩
領
構
成
で

あ
っ

た
。

（
資
料
編5

近
世2

荻
野
山
中
藩
参
照
）。

明
治
を
迎
え
、

本
藩
の

小
田
原
藩
が
箱
根
戦
争
の

渦
中
に

ま
き
こ

ま
れ
て

譴
責
を
う
け
る
と
、

そ
の

救
済
に

尽
力
を
し
、

そ
の

結
果
、

本
藩
は
減
封
に
よ
っ

て

辛
う
じ
て

存
続
を
許
さ
れ
た
。

と
こ

ろ
が
、

明
治
元
年
九
月
、

所
領
の

大
半
を
占
め
る
駿

河
・

伊
豆
両
国
に

あ
る
領
地
高
九
千
八
百
九
十
石
余
が
上
知
を
命
ぜ
ら
れ
、

相
模
国
愛
甲
郡
に

代
替
領
を
与
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ

た
。

こ

の

領
地

替
は
こ

の

年
五
月
、

徳
川
宗
家
を
継
い

だ
田
安
亀
之
助
（
後
徳
川
家
達
）
が
新
た
に

駿
河
国
静
岡
七
十
万
石
に

封
ぜ
ら
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、

す
で

に

伊
豆
国
の

領
地
は
、

韮
山
代
官
（
韮
山
県
）
の

管
下
に

組
み
こ

ま
れ
て
い

た
の

で

あ
る
。

こ

の

よ
う
に

荻
野
山
中
藩
領
の
一

部
が
上
知
さ
れ
た
が
、

代
替
地
の

交
付
が
遅
れ
た
の

で

そ
の

年
の

年
貢

収
納
が
大
減
収
と
な
っ

た
。

翌
二
年
の

三
月
下
旬
と
な
っ

て
、

代
替
地
に

予
定
さ
れ
た
相
模
国
愛
甲
郡
内
で

戸
室
村
以
下
二
十
四
か

村
が
与
え
ら
れ
た
。

旧
領
中
荻
野
村
以
下
六
か
村
と
あ
わ
せ
て
、

三
十
か
村
総
高
一

万
三
千
六
百
八
十
四
石
余
と

な
っ

た
（
前
掲
『
荻
野
山
中
藩
』
の

「
明
治
維
新
と
荻
野
山
中
藩
」
に

よ
る
。

な
お
、

代
替
領
地
は
、

資
料
編5

近
世
⑵
二
九
九
号
文
書
に

よ
る
。

前
記
『
荻
野
山
中
藩
』
二

〇
七
〜
二

〇
八
ペ

ー
ジ
引
用
資
料

で

は
戸
室
村
以
下
十
九
か
村
と
な
っ

て

い

る

）。

こ

の

よ
う
に
し
て

荻
野
山
中
藩
は

領
地
が

相
模
国
に

集
中
し
、

旧
来
の

山
中
陣
屋
は
山
中
民
政
局
と
改
ま
っ

た
。

翌
四
月
に

は
庶
政
更
新
の

た
め
に

「
郷
中
御
条
目
」
を
定

め
て
い

る
（
前
掲
『
荻
野
山
中
藩
』）。

版
籍
奉
還
と
荻
野
山

中
藩
・

六
浦
藩

明
治
二

年
正
月
の

四
雄
藩
主
の

版
籍
奉
還
の

上
表
の

趣
旨
に

添
っ

て

荻
野
山
中
藩

も
奉
還
の

上
表
を
提
出
し
た
の

で
、

六
月
二
十
三
日
、

藩
主
大
久
保
教
義
が
改
め

て

荻
野
山
中
藩
知
事
に

任
命
さ
れ
た
。

小
田
原
藩
同
様
、

藩
政
を
改
革
し
て

大
参
事
に
は
旧
家
老
井
戸
平
格

荻野山中藩松下大属の辞令　 松下重治氏蔵
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が
就
任
し
た
。

現
在
関
係
資
料
が
散
失
し
て
い

る
の

で

改
革
の

具
体
的
な
こ

と
は
判
然
と
し
な

い

が
、

当
時
、

大
属
と
な
っ

た
松
下
祐
信
の

自
伝
に

よ
る
と
、

民
政
局
に
は
租
税
、

聴
訟
、

断

獄
、

社
寺
、

勧
業
、

教
育
等
の

部
局
が
あ
っ

た
。

松
下
祐
信
の

自
伝
に

は
当
時
の

藩
政
の

模
様

が
あ
る
が
、

教
育
の

情
況
に
つ

い

て
は
、

次
の

よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

「
教
育
ハ

昔
時
士
人
以
上
ニ

行
ハ

レ

民
間
ニ

ハ

行
ハ

レ

ス
、

民
間
稀
レ

ニ

見
ル

処
ロ

ノ
モ

ノ
ハ

僧
侶
ノ

不
完
全
ナ
ル

読
書
ヲ

授
ク
ル

ト
、

所
謂
寺
子
屋
者
流
ノ

児
童
ニ

筆
ヲ

教
エ

ル

モ

ノ

ア
ル

ニ

過
ギ
ズ
、

予

常
ニ

之
レ

ラ

慨
ス
、

時
に
岡
藩
ノ

処
士
若
松
幹
男
ナ
ル

者
管
下
下
妻
田
邑
富
農
永
野
茂
ノ

家
ニ

寄
遇
シ

子
弟
ニ

漢
学
ヲ

教
授
ス
、

即
チ
村
夫
子
ナ
ル

モ

ノ

ナ

リ
、

彼
レ

性
磊
落
酒
ヲ

好
ミ

所
長
ナ
シ

ト

雖
モ

頗

ル

学
問
ア

リ
、

決
テ
普
通
ノ

村
夫
ニ

ア
ラ
ズ
、

則
チ

永
野
ト
協
議
シ

同
村
内
ニ

於
ル

荒
廃
セ

シ

家
屋
ヲ

修
理
シ
、

之
レ

ニ

若
松
ヲ

移
シ
、

以
テ
郷
学
校
ト
ナ
シ
、

村
民
子
弟
ノ

教
授
ヲ

司
ラ
シ

ム
、

予
諸
有
志

ト
共
ニ

臨
ミ

開
校
式
ヲ

挙
ク
、

当
時
地
方
民
間
始
テ
咿
唔
ノ

声
ヲ

聞
ク
ニ

至
レ

リ
、

次
ヒ

テ

山
際
邑
亦

郷
校
ヲ

開
ク
、

〓
ニ

至
テ

管
内
教
育
ノ

作
振
ヲ

促
シ
、

風
教
ノ

効
果
空
シ

カ
ラ
ス
、

大
ニ

学
問
思
想
ヲ

鼓
吹
セ

リ
…
…

」

『
藩
制
一

覧
』
に
よ
る
と
、

士
族
七
十
二
戸
、

人
口

二
百
八

十
五

人
、

内
男
百
四
十
二
人
、

女
百
四
十
一

人
、

卒
三
十
三
戸
、

人
口

五
十
七
人
、

内
男
三
十
七
人
、

女
二
十
人
（
外
に

卒
二

十
五
人

）
士
族
卒
以
外
戸
数
二
千
二
百
二
十
六
戸
、

人
口
一

万
二

千
二
百
五
十
五
人
と
あ
る
。

六
浦
藩
（
藩
主
米
倉
昌
言

）
に
つ

い

て

資
料
編5

近
世
⑵
に

は
関
係
資
料
が
載
っ

て
い

る
が
、

明
治
以
降
の

も
の

は
な
い
。

当
時
の

藩
政
資
料
は
す

で

に

散
失
し
て
い

る
の

で

明
ら
か
に
し
が
た
い

が
、

前
掲
『
藩
制
一

覧
』
に
は
、

草
高
一

万
一

千
九
百
九
十
九
石
余
、

士
族
七
十
九
戸
、

人
口

三
百

二
十
四
人
、

内
男
百
四
十
五
人
。

女
百
七
十
九
人
、

卒
八
戸
、

人
口
四
十
六
人
、

内
男
四
十
人
、

女
六
人
、

平
民
二
千
百
三
十
五
戸
、

総
戸
数
二
千

三
百
六
十
二
戸
、

人
口
一

万
二
千
八
百
四
十
八
人
と
あ
る
。

こ

の

よ
う
な
三
藩
の

体
制
の

も
と
に

明
治
四
年
七
月
の

廃
藩
を
迎
え
た
の
で

あ
る
。

六浦藩知事任命辞令
米倉達子氏蔵
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第
四
節
　
開
港
場
の

新
文
化

一

　
横
浜
絵

日
本
の
な
か
の

異
国

い

わ
ゆ
る
安
政
の

通
商
条
約
に
よ
っ

て
、

横
浜
が
開
港
さ
れ
た
の

は
、

安
政
六
年
六
月
二

日
（
一

八
五
九
年
七
月
一

日

）
の

こ

と
で

あ
る
。

開
港
後
の

横
浜
は
、

ま
さ
し
く
日
本
の

な
か
の

異
国
で

あ
っ

た
。

こ

こ

に

は
外
国
人
の

居
留
地
が
造
成
さ

れ
、

さ
ら
に

外
国
と
の

貿
易
を
目
的
と
し
て

住
み
つ

い

た
日
本
人
の

住
居
が
立
ち
並
ん
だ
。

居
留
地
の

な
か
に
は
広
い

道
路
が

開
か
れ
て

海
岸
に

達

し
、

ま
た
海
岸
に

沿
っ

て

は
遊
歩
道
が
設
け
ら
れ
た
。

開
港
の

翌
年
、

す
な
わ
ち
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
二

月
、

ジ
ャ

ー
デ
ィ

ン

・

マ

ジ

ソ

ン

会

社
が
「
英
一

番
館
」
を
建
て
て

以
来
、

外
国
の

貿
易
商
は
つ

ぎ
つ

ぎ
に

商
館
を
建
て

て

ゆ
く
。

か
つ

て

は
神
奈
川
宿
の

か
た
わ
ら
に
連
な
る
一

寒
村

に

す
ぎ
な
か
っ

た
横
浜
は
、

こ

う
し
て

異
国
の

香
り
が
満
ち
あ
ふ
れ
る
市
街
へ

と
、

に

わ
か
に

変
容
し
て
い

っ

た
。

当
時
は
、

い

わ
ゆ
る
尊
王
攘
夷
の

気
風
が
み
な
ぎ
っ

て
い

た
。

外
国
人
で

殺
傷
さ
れ
る
者
も
少
な
く
な
い
。

そ
こ

で

幕
府
は
、

居
留
地
の

安
全
を

ま
も
る
た
め
に
、

居
留
地
に

通
ず
る
道
路
に

七
か

所
の

関
門
を
設
け
て
、

き
び
し
く
通
行
人
を
取
り
締
っ

た
。

関
門
の

な
か
で

は
、

吉
田
橋
関
門
が

と
く
に

有
名
で

あ
る
。

そ
し
て

関
門
の

な
か
が
関
内
、

外
が

関
外
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
。

外
国
人
の

た
め
に

遊
廓
も
つ

く
ら
れ
た
。

幕
府
の

指
示
に
よ
っ

て
、

太
田
屋
新
田
の

う
ち
一

万
五
千
坪
（
現
在

横
浜
公
園
一

帯

）
の

沼
地
を
埋
立

て
、

こ

こ

を
港
崎
町
と
名
づ
け
て
、

遊
廓
が
形
成
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

工
事
は
遅
れ
て
、

開
港
ま
で
に
は
間
に

合
わ
な
か
っ

た
が
、

安
政
六
年
十
一

月
（
一

八
五
九
年
十
二

月

）
に

は
完
成
す
る
。

立
ち
並
ん
だ
妓
楼
の

な
か
で

も
、

ひ
と
き
わ
目
立
っ

た
の

が

岩
亀
楼
で

あ
り
五
十
鈴
楼
で

あ
っ

た
。

と
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